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 ミツマタの花は小さく，丸くボンボンのように密集して，

うつむくように下を向いて咲きます。水源林にはミツマタ

の花を斜面の下から見上げることができる場所があります。

そこは森一面に黄色い花が広がり，かすかな甘い香りが漂っ

ています。 
 ミツマタはジンチョウゲ科で枝が三つに分かれていている

ことが名前の由来とされています。 
樹皮は強い繊維質なので強度の高い良質の紙の原料となる

ことから，紙幣などにも使われています。 

 小豆色の枝にみずみずしい緑の新芽がふくらんだ

ミズキを見つけました。初夏には白い小さな花を枝

いっぱいに咲かせます。木材は緻密で削りやすく塗装

の仕上がりも綺麗なことから民芸品の「こけし」や、

大山の「コマ」の材料に使われています。また，昔は

ラムネのビンの栓ぬきにも使われていました。 
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定例観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 
毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO 法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内しま

す。やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 

 

  
 

 

 
 

 

 森の中に入ると，あちらこちら

から春の息吹を感じることができ

ます。 
 散策していると，青々としたコ

ケにおおわれた古い切り株に一本

の実生のスギがまっすぐに生え

ているのを見つけました。 
 まるで小さな森のようです。 
 
 森の中には 
こんな美しい 
世界が潜んで 
います。 
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 年に3回行われる「やどりきの森へ行こう！」が3月18日(土)に開催されました。今回のテーマは“春が来た！ミツマタ＆

モモンガの棲む森散策”でした。まだまだ冬を感じる中，38 名の方が参加され，ミツマタの香り漂う森を散策しました。次回

は6月3日(土)「緑したたる森で癒やし体験」です。詳しくは，やどりき案内人日程のパンフレット又はHPをご覧ください。 

      

 やどりき水源林では水源林を良く知る，かながわ森林インストラクターの「森の案内人」が，その季節に合わせたプロ

グラムを用意して，ご案内いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（NPO法人かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信グループ 152号 担当 笠原 かずみ） 

 
5 月の水源林のご案内 

 新緑の季節を迎えたやどりき

水源林ではヒメウツギ，ミツバウ

ツギ，ニシキウツギとさまざまな

ウツギの花が咲き，アケビ，フジ

などが色を添えます。緑の山，

澄み切った空を喜んでいるか

のようにオオルリの澄んだ鳴き

声が響きわたります。 

やどりきで 
お待ちして

いま～す 

ヒメウツギ ミツバウツギ 


